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クロマツの近親交配に関する研究

15 年間の生存率，樹高および直径における近交弱勢

斉藤幹夫qω1υ. 中島 清岨

明石孝輝(喝8)υ. 勝田 柾〈引

Mikio SAITO, Kiyoshi NAKASHIMA, Takateru AKASl and Masaki KATSUTA : 

Studies of lnbreeding in Pinus thunbergii PARL. 

lnbreeding depression in survival, height and diameter for 
the 15 years after sowing 

要 旨:近親交配は，有用遺伝子を集積し，有害遺伝子を排除するための一つの有効な方法である

が，他殖性の林木では近親交配により次世代の生産と生育が阻害されることも多い。クロ 7ツで.計

画的 !C近親交配の家系群を育成し， 15 年生時までの測定結果が得られたので，近交係数の増大によ

る次世代での弱勢の発現について解析した。すなわち， 5 段階の異なる近交係数 (F=O， 0.125, 
0.25, 0.5. 0.75) を持つ. 2 組の交配家系群を作り， 1 年生から 15 年生までの生存率，樹高(苗
高).直径について，近交弱勢の発現とその樹齢による変化を明らかにした。苗畑の 3 年間では，生

存率，苗高，直径ともに弱勢は顕著でなく，生存率と近交係数との間には相関は認められなかった。

試験地植栽後，生存率は樹齢が増すにしたがって低下し， とくに自殖第二代家系では， 11-15 年生

時の低下が顕著であった。平均樹高，平均直径は，近交係数の増大lとともない直線的に減少するとと

が確かめられた。弱勢の程度は樹齢が増すとともに徐々に増大するが，その後，弱勢木の枯損等によ

り平均値が上昇し，樹高で 7-9 年生時，直径で 11 年生時を境に減少するととがわかった。 15 年生

時における弱勢の程度 (F=0.75 の場合)は，樹高で 15-20%，直径で 19-24% であった。との弱

勢の程度からみると，クロマツでは近親交配を組み込んだ新たな育種法を開発する ζ とが可能であろ

っ。

I はじめに

23~36 

近親交配は有用遺伝子の集積，特定遺伝子のホモ化，あるいはヘテロで保有されている有害遺伝子を集

団から排除するうえできわめて有効な方法ではあるが，次世代の生産や生育等ICマイナスの効果を及ぼす

こともよく知られている。

林木では，近親交配iとより種子稔性，幼酋の活力，生存率，生長量等の形質で弱勢が発現するととがあ

り，また，わい性個体，アルビノ等の形態異常，色素異常の個体が出現することもある。これらの形態異

常，色素異常は，一般に主動遺伝子の支配によるものと考えられ，近親交配で問題となる種子の稔性や生

長速度，あるいは適応力などの形質等とは区別して考える必要がある。

近親交配における近交度の強弱は近交係数 (F) で表され， 自殖第一代は F=O.5 である。採種薗等で

しばしば問題となる自殖率は，との F=O.5 のものであるが，集団全体としての近交度上昇への影響は，

これよりもっと近交係数の低い全兄弟間交配家系 (F =0. 25) や半兄弟間交配家系 (F =0.125)，あるい

はさらに高い近交係数をもっ自殖第二代家系 (F=0. 75) などの家系群を考慮する必要がある。近交係数
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と近交弱勢の大きさとの聞には，しばしば直線で表される相関が認められ，近交係数の増大にともない弱

勢が強くなる ζ とが報告されている1)船16)。

近交弱勢の程度，生育過程での弱勢の発現時期などは，樹積により，個体により，あるいは生育条件な

どによっても異なるととが多い。そζで，交雑による林木の遺伝的改良を効率的 IC進める上で，近親交配

による弱勢化の程度と近交係数の関係，発育過程と弱勢の発現の関係などを明らかにすることは重要な課

題であるといえる。わが国のクロマツについても，自殖により近交弱勢が発現することはよく知られてい

るれ-9) 1l!J1SJ16)17)28)。そこで筆者らは， クロマツにおける近交係数の増大lとともなう後世代の弱勢化の程

度，種今の特性の分離等を明らかにすることを目的として， 1951 年よりこの試験を開始した。

すでに乙の試験の一部である球果，タネ，苗木のできかたに関する近親交配の影響については前報16)で

報告した。 この報告では，クロマツの一連の近親交配家系群で首畑， 試験地における 1 年生から 15 年生

までの生存率，生長について調査した結果を報告する。

E 材料と方法

交配母材料，交配様式は前報16) で報告したように， 本試験では 1951 年の交配で育成したクロマツ交配

家系群を交配母材料として用い，自殖第二代 (S2) , 自殖兄弟関， 全兄弟関，半兄弟聞および異系間交配

lとより材料の育成を行った。交配型と対応する近交係数を Table 1 IC示す。 これら一連の交配は 2 組の

異母樹閣交配家系群〈交配家系群 (1) ， (II)，ただし，前報16)ではミショウ群 II-1 ， II-3 で表示したも

のにそれぞれ対応する)について行った。このうち異系間交配は交配家系群(1)および (II) Iと共通な

対照家系として，それぞれの交配家系群に共通する母樹を含むよう計画した。

2 組の交配家系群における各交配型の母樹別交配組合せの詳細は前報の Table 2, 3'と，また育苗方法

等についても前報16)に記載したとおりである。

試験地は 1973 年 4 月，前橋営林局原町営林署管内，原町事業区 326 林斑lと小斑 (Fig. 1) に設定した。

Table 1. 交配型と近交係数および家系数，植栽本数

Mating types and inbreeding coe伍cient， number of fami1ies 
and planted trees in experimental plantation. 

うと 配 型
近交係数

交Ma配ti 家系群 ((I)) 
ng group (1 交Ma配tin家.g g系rou群p((EE〉>

Mating type lnbreeing 
co巴伍cient N家um系ber数of N植um栽b本er数of 家 m系be 数Number of N植um栽b木er数of 

families trees planted fami1ies trees planted 

異系Ou 間交配* O. 000 11 118 11 118 
tcross 

半H兄alf弟.sib間cr交oss配 O. 125 25 123 59 118 

全兄弟.sib間c 交配 0.250 9 122 19 90 
Ful1.sib cross 

Fu自l1.s殖ib兄cr弟oss間b交etw配een 0.500 2 89 3 124 

自sSPe厄即Elf荊aeEdg p第時omf gs二edafie飽d 代 0.750 3 117 7 120 

唱.交配家系群(工). (II) に共通な対照家系として使用した。

Same outcrossed families were used for control of group (1) and (II). 
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Fig. 1.試験地の位置およびプロットの配置

Location of experimental plantation and plot arrangement. 

試験地では 3 植栽区( 1 植栽区: 40X50m) を設

け， 1. 8x 1. 8m の間隔 (ha 当たり約 3， 000 本)

Tab!e 2. 試験地の概要

Outline of experimental plantation. 

で単木混交植栽を行った (Tab!e 2) 。

苗畑では 1， 2, 3 年生時の首高， 1 年生時の底

軸長， 2~3 年生時の地際直径を測定した。試験

地では 7， 11 および 15 年生時に樹高， および直

径(地上 50cm の位置)を， また輪生枝の位置

により 5， 9, 13 年生時の樹高をそれぞれ測定し

た。

各測定年次における各交配家系の平均樹高およ

び平均直径と近交係数の関係を後者を説明変数と

し， 前者を従属変数とした回帰式で表した。ま

海 抜
A!titude 

高

面積
Area of site 

プロットの大きさ
Dimension of p!ot 

繰り返
Replication 

し

家系数
Total number of fami1ies 

家系植栽本数
Tota! number of trees p!anted 

620~640m 

0.60ha 

40X50m 

3 回

138家系

1 ， 021本

た，測定年次どとの近交弱勢の程度は，異系間交配家系の平均樹高および直径を 100 として回帰式から求

め，相対値で表した。

E 結 果

1. 苗畑における生存率と生長

1970 年 4 月，各交配家系ごとに播種し，その年の秋11:生存率， JIE軸長，苗高を， 1971 年， 1972 年秋に

それぞれ 2 年生， 3 年生時における生存率，苗高， 地際直径を測定した。各家系ごとの生存率を Fig. 2 

fC，蛭軸長，苗高および直径の平均値を Tab!e 3 fζ示した。 1970 年の測定は全発芽数について， 1971 年

と 1972 年には，それぞれ床替え本数に対する平均値で表しである。

1 年生時， 3 年生時ともに各近交係数どとにみた生存率には， 家系聞に大きな違いは認められなかっ

た。なお. 2 年生時の生存率が他の 2 か年の生存率に比べて著しく低い原因については明らかでないが，

床替え時における気象条件と苗木の取り扱いに問題があったものと推察される。
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Fig.2. 近親交配家系および異系間交配家系の生存率(苗畑〉

Survival ratios of inbred and outcrossed fami1ies in nursery. 

Table 3. 苗畑での近親交配家系と異系間交配家系の首高，直径，lIE軸長

Mean height, diameter and hypocotyl length of inbred and 
outcrossed fami1ies in nursery. 

交配家系 近交係数
l 年生 1 year 2 年生 2 years 3 年生 3 Y田rs

Mating Icnober侃eeddeinntg 苗Heigh高t 匠mh〈ca軸四mg也>長tyl 苗H(Ecimgh)高t 
D直ia 径* 苗Heigh高t D直iamet径er* meter 

group 
(F) (cm) (cm) (cm) (cm) 

0.000 5.9 2.6 13.7 0.7 29.9 1.1 

O. 125 5.6 2.6 13.3 0.7 28.1 1.1 

(1) 0.250 5.1 2.3 12.1 0.7 24.5 1. 1 

0.500 5.5 2.3 12.5 0.7 25.4 1.0 

0.750 5.1 2.1 11.4 0.6 22. 1 1.0 

0.000 5.9 2.6 13.7 0.7 29.9 1. 1 

0.125 5.6 2.3 12.9 0.6 28.5 1. 1 

(11) 0.250 6.6 2.5 12.3 0.6 29. 1 1.1 

0.500 5.8 2.3 13.5 0.7 29.5 1.2 

0.750 5.6 2.2 12.7 0.7 25.3 1. 1 

* :直径は根元直径で求めた。
Diameter was measured at ground level. 

生長量では， 交配家系群(1)の自殖兄弟関交配家系 (F=0.5) を除き，庇軸長，苗高ともに近交係

数の高い家系ほど平均値が小さい傾向が認められた。一方，交配家系群 (11) では異系間交配家系 (F=

0) と自殖第二代家系 (F =0. 75) でそれぞれ最大，最小の値を示している他は， 明らかな違いは認めら

れなかった。とくに， F=0.5 の自殖兄弟間交配家系は異系間交配家系に匹敵する大きな値であった。地

際直径については，交配家系群(1)， (11) ともに近親交配の影響は認められなかった。 Fig.3 は， 近

交係数に対応した各交配家系の平均苗高をプロットしたものであり，近交係数と苗高との関係を回帰直線

で表しである。両交配家系群とも l 年生時の回帰直線はほぼx軸に平行であるが， 3 年生時から右下がり
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Fig.3. 近親交配家系および異系間交配家系の平均歯高と近交係数の関係(苗畑〉

Regressions between mean height and inbreeding coe伍cient
of inbred and outcrossed families in nursery. 
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Fig. 4. 近親交配家系および異系間交配家系の生存率(試験地〉

Survival ratios of inbred and outcrossed families in 
experimental plantation. 

9 15 years 11 5 

となり，近親交配による弱勢が苗高で認められるようになった。しかし，交配家系群 (ll) では自殖第二

乙の段階でまだ弱勢の発現は明らかでは代家系を除いた近交係数が 0.125~0.5 の家系問の差は僅かで，

なかった。また，両交配家系群とも各年次の回帰直線についての相関係数はいずれも有意でなかった。

試験地における生存率，生長2. 

試験地植栽後の生存率の推移を Fig. 4 に示す。交配家系群(1)では異系間交配家系が 15 年生時で

F =0.125 から F =0. 75 の近親交配家系は年次の経過ととも95% と高い生存率を保っているのに対し，
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Height growth of inbred and outcrossed families for 15 years 
after sowing. 
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交配家系群

(n) では F=0.5 の家系が最も高く， 15 年生時においても約 99% が生存していた。しかし，との家系を

除けば交配家系群(1)と同様に，近交係数の高い家系ほど生存率が低くなる傾向が認められた。

しかも近交係数の高い家系ほど生存率が低くなる傾向が見られた。一方，に徐々に減少し，

生存率における近親交配の影響は，交配家系群(1)では 9 年生頃より，交配家系群 (n) ではとれよ

とくに自殖第二

代家系で顕著であった。

Fig. 5 は 1 年生から 15 年生までの平均樹高(苗高〕を各近交係数ごとに求めてプロットしたものであ

乙の傾向は両交配家系群ともに，11~15 年生で急速に大きくなっている。りやや遅れ，

る。異系間交配家系と近親交配家系との間には生長量に明確な違いが認められるものの，極端な生長抑制

回帰直線はいFig. 6 は近交係数と平均樹高の関係を測定年次ごとに示したもので，はみられなかった。

ずれも右下がりとなり，近交係数が高い家系ほど弱勢がより強く発現するととがわかる。相関係数は交配

交配家系群 (n) ではいずれの年家系群(1)で 11 年生時を除いた各年次でそれぞれ有意となったが，

自勉第二代家系でそれぞれ 20% (交配家系次も有意とならなかった。 15 年生時における弱勢の程度は，

群(1 )), 15% (交配家系群 (n)) であった。

Fig.7 は，平均樹高における近交係数と近交弱勢の関係が樹齢とともにどのように変化するかをみる

ために，先に求めた回帰式から異系間交配家系の平均樹高を 100 とした相対値を求めたものである。交配

演リ家系群(1)の自殖第二代家系では 1 年生時l乙異系間交配家系の 955ぢであった平均苗高(樹高)が，

し年々弱勢が強くなっていることがわかる。9 年生時には 73% にまで低下し，定年次ごとに減少して，

交配家系群 (n) では，かし，それ以降，弱勢は弱まり， 13, 15 年生時には約 85% まで回復している。

5 年生時IC弱勢が最も強くなるが，その程度は交配家系群(1)に比べて小さい。 7 年生時から徐々に弱
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Fig. 8. 15年生時まで生存した個体について求

めた相対平均樹高と近交係数の関係
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which survived after 15 years. 
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Fig.7. 異系間交配家系の平均樹高を 100 とし

た相対平均樹高と近交係数の関係

Regressions between inbreeding coe伍cient

and relative mean height which were ca!ｭ
cu!ated as percentag巴 to mean height of 
outcrossed fami1y. 
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Table 4-}' 金調査木についてみた樹高の変動係数〈プロット 1)

Coe伍cients of variation for heights in all inbred and outcrossed 

individuals which were measured at each year (Plot 1). 

Icn近ober交伍ee係dde数innt g 
樹 齢 Age 

5 7 9 II 13 
(F) 

0.000 33.717 22.813 18.086 13.080 11. 649 

O. 125 30.065 18.593 22.855 12.675 9.993 

0.250 38.246 23.911 33.546 19.728 15.145 

0.500 39.722 27.710 41.248 13.522 10.812 

0.750 48.630 31.180 44.472 27.734 17.368 

0.000 33.717 22.813 18.086 13.080 11. 649 

0.125 31.403 24.636 25.118 16.552 12.401 

0.250 30.369 23.924 20.448 16.806 16.614 

0.500 18.491 13.332 12.543 10.553 8.384 

0.750 33.725 26.612 31.358 22.647 17.891 

Table 4-2. 15 年生時まで生存した個体について求めた樹高の変動係数(プロット 1 ) 

Coe侃cients of variation for heights in inbred and outcrossed 

individuals which survived aft巴r 15 y巴ars (Plot 1). 

In近br交ee係d数ing 樹 齢 Age 

coe伍cient
5 7 9 11 13 

(F) 

0.000 22.664 21.428 18.231 12.859 11.649 

0.125 15.479 13.496 13.911 9.748 9.993 

0.250 20.695 17.382 17.555 14.830 15.145 

0.500 20.952 15.816 14.444 10.977 10.812 

0.750 15.676 22.489 21.607 18.117 17.368 

0.000 22.664 21.428 18.231 12.859 11.64ヲ

O. 125 21.724 18.404 13.916 10.838 12.401 

0.250 22.514 22.095 18.265 15.298 16.614 

0.500 17.669 12.569 12.413 9.975 8.384 

0.750 21.350 22.702 22.161 18.460 17.891 

15 

11.360 

9.878 

14.860 

11.280 

17.448 

11.360 

11.491 

16.889 

15.656 

17.904 

15 

11.360 

9.878 

14.860 

11.280 

17.448 

11.360 

11.491 

16.889 

8.241 

17.904 

勢は弱まり. 13, 15 年生時で約 88% まで回復している。 このように弱勢の年次変化!とは二つの交配家系

群に違いが認められた。また，弱勢が回復する主因としては，生長の遅れた弱勢木の枯死による平均値の

上昇が考えられる。そこで. 1984 年の調査時点まで生存していた個体のみについて， 試験地植栽後の 5

年生から 15 年生までの交配家系ごとの変動係数および平均樹高と近交係数との関係、を求めて示したのが

Table 4 (プロット 1 のみを示す)， Fig. 8 である。交配家系群(1)では，枯損木を除去するととによ

り変動係数はずっと小さくなり，また，変動係数および回帰直線の年次変化も減少している。このことか

ら，平均値を下げ，家系内の変異を大きくしていた弱勢木が順次枯死し，その結果，平均値が上昇したも

のと推察される。もともと弱勢の程度が弱く，生存率の減少が比較的少ない交配家系群 (ll) では，交配

家系群(1)と同様の傾向が認められるものの，枯損木を除去した効果はそれほど顕著ではなかった。

試験地植栽後. 7. 11 , 15 年生時の平均直径を Fig. 9fL，平均直径と近交係数との関係を Fig.10 に
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Diameter growth of inbred and outcrossed families during 
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Fig.l0. 近親交配家系および異系間交配家系の平均直径と近交係数の関係、

Regressions between inbreeding coe伍cient and mean diameter 
of inbred and outcrossed families. 

0.5 0.1250.25 。(F) 0.75 0.5 o 0.125 0.25 

7 年生時には F=0.5 の示す。 2~3 年生時ではほとんど近交弱勢は認められなかった (Table 3) が，

家系を除き， 乙の関係は 15 年生時まで変

らず， F =0. 25, 0.75 の家系と F =0, 0.125, 0.5 の家系との聞で平均直径の差が拡大する傾向にあっ

た。両交配家系群ともに F=0.5 の自殖兄弟間交配家系と異系間交配家系との差はほとんど認められない

近交係数の高い家系ほど平均直径が小さい傾向が認められた。

平均樹高のか，あるいは僅かであった。平均直径と近交係数の聞の回帰直線は Fig. 10 IC示すように，
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Fig. 11.異系間交配家系の平均直径を 100 とし

た相対平均直径と近交係数の関係

Regressions between inbreeding coe伍cient

and relative mean diameter which were 
calculated as percentage to mean diameter 
of outcrossed family. 

場合と同様に右さがりの傾きを持つ直線となり，相関係数は交配家系群(1)の 7 年生時で有意 (5%)

自殖となったほかは， 両交配家系群でいずれも有意とならなかった。 15 年生時における弱勢の程度は，

直径では，近交弱第二代家系でそれぞれ 24% (交配家系群(I )), 19% (交配家系群( II)) であった。

しかし，より強く発現する傾向が認められた。 Fig.11 は異系間交配家系の平勢は樹高よりやや遅れて，

3 年生時の平均直径は測定部位が異なるTこだし 2，均直径を 100 として相対値で示した回帰直線である。

乙の時両交配家系群とも 7 年生時と 11 年生時の回帰直線は近似していて，ため，ここでは示してない。

15 年生時にはそれぞれ回復している。 15 年生時までに生存した個体につい

て求めた回帰直線は， Fig. 12 に示すように， 7, 11 , 15 年生時の 3 木の回帰直線は互いに接近して，年

次変化はほとんど見られなかった。したがって，平均樹高の場合と同様に，弱勢が回復する現象は弱勢木

期に最も弱勢が強く現われ，

が順次枯死するためと考えられる。

察考N 

林木では近親交配による弱勢化現象(近交弱勢〉は，多くの樹種で認められ，弱勢の発現する形質，弱

勢の発現の程度などが報告されている。近交弱勢でとくに重要なものが自殖弱勢であり，近交弱勢を扱っ

た報告の多くが白殖第一代家系 lと関するものである。近親交配の影響としては弱勢化する場合が多いが，

プラスの効果をもつものもある加)。しかし，次代の生産や収量な

自然交雑

マツの子葉数で報舎されているように，

どに関する形質の多くは近親交配によって弱勢化するととが知られている。

酋畑および試験地での生存率lと及ぼす近親交配の影響は，自殖第一代家系について他殖家系，



15年間の生存率，樹高および直径における近交弱勢(斉藤・中島・明石・勝田) - 33 ー

家系との対比で弱勢の程度，発現時期などが調べられている。苗畑での幼齢期(l ~3 年生〉の生存率

は，クロマツの場合と同様，どの家系も高く，自殖家系と他殖家系，自然交雑家系との聞に有意な違いは

認められない乙とが多い6)11)19ト21)。しかし， Black spruce15), Douglas-五r1引の自殖家系のように比較的

早くから弱勢が認められることもある。

生長とともに生存率に現われる近交弱勢の推移を調べた報告は少なししかもその多くは幼齢期lζ限ら

れている。幼齢期に自殖家系と他殖，自然交雑家系との間で生存率に有意な違いが認められでも生長とと

もに有意でなくなるととが多い。 Black sprucelõ), White spruce6) , Douglas-fir, Ponderosa pine, 

Noble-fir22 ) では， いずれも他殖家系に対する自殖家系の生存率の割合は生長とともに大きくなり，両者

の間の生存率の差は減少している。

このように，生存率に現われる近親交配の影響は樹種，個体により異なり，しかも，生育条件によって

も影響され，条件の厳しい所で生育したものほど弱勢が強く発現する傾向にある10)印。

近交係数の増大i乙伴って，樹高(苗高)生長や直径生長で弱勢が増大するととは， Norway spruce1), 

Slash pine8 ) の苗高で報告されている。クロマツにおいても，近交係数が高くなるにつれ，弱勢は直線的

lζ強くなることがわかった。相関係数(樹高)は交配家系群(1)の 11 年生時を除く各年次で有意とな

ったものの， 交配家系群 (11) では自殖兄弟閣家系 (F=0. 5) の平均値が著しく大きいために， いずれ

の年次も有意とならなかった。しかし，相関係数は最小値でもーo. 72 (交配家系群 (11) ， 13 年生時〉と

相当大きく，近交係数の測点が多ければ，いずれも有意となるであろう値であり，近交係数の増大に伴い

弱勢が強くなる傾向は明らかである。自殖兄弟問家系の平均値は，両交配家系群ともに回帰直線より高い

位置にあり，とくに交配家系群 (11) では， 9 年生以降，全兄弟問および半兄弟問家系よりも高い値であ

る。 この原因としては供試母樹数が少ないため (Table 1) , 自殖兄弟閣交配による弱勢発現に偏りの生

ずるととが考えられる。 自殖兄弟関家系は， 理論上，自殖第一代家系と同じ近交係数 (F=0_ 5) を持つ

が，本報のクロマツの自殖兄弟関家系では理論上の近交係数より低かったのではないかと思われる。ここ

では自殖第一代家系を欠いているので，自殖兄弟間家系の回帰直線からのズレが弱勢からの回復によるも

のなのか， あるいは供試母樹による偏りなのか確かめることはできないが， いずれにせよ乙の問題は今

後，実験的に証明しておく必要があると思われる。

クロ 7 ツでは， 苗高， Æ壬軸長，地際直径ともに 1~2年生時では近交弱勢はほとんど認められなかっ

た。しかし，他の樹種では白殖第一代家系で 1 年生時に 5~40% の近交弱勢が認められている制)6)11)18)21)

泊四引。樹高(苗高)および直径で発現する近交弱勢と樹齢との関係を詳細に調べた報告は極めて少ない。

既往の報告によると Black spruce15 ) の 2~6 年生の聞では弱勢にほとんど変化が認められていないが，

Slash pine6Jl8), Redwood11l, Noble-fi戸川 Picea ρungensベ Picea abies5 ) では自殖家系と他殖家系，

自然交雑家系の生長量の差は年々拡大し，その結果，近交弱勢は徐々に増大することが観察されている。

クロ 7 ツでは， 近交係数と樹高(首高)， あるいは直径から求めた回帰直線で表した弱勢の程度は， 7~ 

9 年生時を境に増加から減少へと逆転している。とれは枯損木を除去して求めた回帰直線の年次変化，各

家系ごとの変動係数の推移などから，近親交配家系内で弱勢木が枯死し，その結果，平均値が上昇したた

めと考えられ，枯損木を除去したものについてみるかぎり，樹齢にともなう弱勢の著しい変化は認められ

なかった。

樹高(苗高)と直径では，弱勢の発現が多少異なっている。 自殖第二代家系の 15 年生時で，異系間交
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配家系に比べ樹高で 80~859ぢ， 直径で 76~8Hぢと樹高に比べ直径でやや強い。近交弱勢が樹高に比べ直

径で強く発現することは Redwood11>， White spruce6 ) で報告された結果と一致する。

Norway sprucel), Slash pineS)，クロマツの結果から明らかなように，近交係、数が高くなるにつれ，

近交弱勢は強くなる。しかし，クロマツでは弱勢が発現するのは 3 年生以降であり，苗畑で養苗中に生存

率，酋高，直径等ではほとんど弱勢が認められないととから，乙の段階で近親交配lζ由来する個体を選別

することは困難と思われる。そとで，次世代の生産を行う際lとはできる限り近親交配が起ζ らないように

する配慮が必要である。一方，近交度の高い家系では，収量，その他の形質に及ぼす弱勢の影響は相当大

きいものと考えられるが8}， 中，弱程度の近交度の半，全兄弟間家系では弱勢の影響はそれほど大きくは

ない。また，近交弱勢の発現程度は樹種lとより，個体lとより，あるいは生育条件により異なるととなどか

ら交配lとより育種母材料などを育成する際 1<:: は，できる限り近交弱勢が強くならないようにして目的形

質の集積，あるいはホモ化を図る乙とが重要であると考える。
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-Inbr偶ding depression in survival, height and diameter 
for the 15 years after sowingー

Mikio 5AITO(l) , Kiyoshi NAKASHIMA叩， Takateru AKAS[叩

and Masaki KATSUTA仙

5ummary 

The degree of inbreeding depression in survival, height and diameter was studied in two 
mating groups which comprised 五ve families with di妊erent inbreeding coe伍cients (F=O, 0.125, 
0.25, 0.5, 0.75) for 15 years after sowing. 

In the nursery, there was no significant depression in survival, height and diameter of 1・

to 3・year-old seedlings. 

In the experimental plantation, depresぽ，ion in those traits increased linearly with the inｭ

breeding coe伍cient. The degree of depression reached a maximum at 5 (group 11) or 9 (group 

1) years in height and at 11 years in diameter but was less with the increased years. 

The degree of depression of 52 families (F=0.75) was about 18~20% in height and 19~ 

24箔 in diameter at 15 years. 
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